
守口市中学校コラボ給食レシピ開発プロジェクト

2024年2月5日

レシピ4食は2月の4日間で約2,000食が守口市内の全中学校（7校）へ提供され、今回、参画した学生が中学生と喫食
してお互いに感想を語り合いました。
自らが考案したレシピが教育委員会に採用され、中学生と共に喫食して感想を聞くことは、貴重な経験となりました。

大阪国際大学短期大学部栄養学科2年次生が、守口市教育委員会や給食会社（株式会社万福）とコラボ
レーションして中学校給食のレシピ開発に挑戦し、同教育委員会に4食のオリジナルレシピが採用されました。本プロ
ジェクトは守口市教育委員会と包括連携協定を結ぶ大阪国際学園との連携活動で、2023年度で7年目になります。



■2023年度 取り組みスケジュール
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2023年10月本学での試作会
各セミナーで検討した献立の試作を行った。
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学生が考案した献立
大久保中学校での様子

中学生の感想を直接聞くことができ、また、話し
ながら楽しく給食を食べることが出来ました。中
学生は成長期なので将来働いた時に成長期の支え
になるような献立を立てられるようになりたいと
思いました。





中学生との懇談 中学生と一緒に給食を食べながら懇談をしました。

校長先生との懇談 光宮校長先生と学生の取り組みについて懇談をしました。



・栄養分を考えたり修正したりと色々大変だったけど、実際に完成して一緒に食べて、とても良い経験になりま
した。この経験をこれからの栄養士としても、しっかり活かしていこうと思います。
・中学生の生徒が美味しいと食べてくれてとても嬉しかったですし、イラストも可愛いと言ってもらえてとても
良かったです。もっと美味しいと思ってもらえるような食事を提供できるように頑張りたいと思いました。
・献立を作成するために、意見に意見を重ねることでより良い考えになっていくことを実感することができ、み
んなとの絆が深まったことも感じました。
・コラボ給食試食会に参加して、初めて現場での意見を聞くことができました。ブロッコリーがそのままだと食
べにくいので味をつけてほしいなど、今後、栄養士として働く上で必要なことをたくさん学んだので頑張りたい
と思いました。また、喫食者が一番美味しいと思える献立を提供できるようになりたいとも思いました。
・中学校給食の活動を通じて、食についての理解を深めることができました。子どもたちの食の意識の向上や健
康的な食生活の習慣を促すことが目標でしたが、その一環として、子どもたちが食事を楽しむ姿勢を育むことも
大切だと感じました。今後は、子どもたちが食事を通じて栄養や健康について興味を持ち、自主的に食生活を改
善することを促す取り組みを進めていきたいと思います。

中学校給食の取り組み全体を通しての学生の感想

【教員のコメント】
この中学校コラボ給食開発プロジェクトは、全員での取り組みでありま
せんが、栄養学科の学生にとって貴重な学びの場となっております。参
加した学生は、中学生に喜ばれる献立は…と、情報収集から始まり、献
立案作成、試作、試食、意見交換、献立改善を繰り返して、完成するま
での一連を学ぶことができます。提供後の中学生のアンケートなどから
振り返ることも学びにつながります。時間と労力がかかる本プロジェク
トではありますが、本学・学科の良き学びの伝統となればと思います。


